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釜 、宮崎県の川南の3地 域で1996年に採集された ヒラメについて、12酵素を支配
する19アイソザイム遺伝子座 を調べた。その結果、励 一1遺伝子座のみが各地域




や低い方に属 し、全体 としては一つの大きな集団 を形成 していると考えられた。
また、過去に調べ られた天然集団(1984-1986年)のデ 一ータと比較 した とこ ろ、他













































子型間で生残率に差異がみ られ るな らば、成長にも差異がみられることが予測 さ
れ る。そこで、ヘテ ロ接合体過剰のみられた19ロットについて、各遺伝子型間で
生残率および平均標準体長を比較 した。その結果、濯β 型の生残率を100%とし
てル硲型および瑠 型の生残率を求めた ところ、ん層 型では14.2-99.0%(平均
69.2%)、珊 型では53.3-98.4%(平均75.4%)を示 し、いずれ も〃召型の生残率
よ りも低いことが示された(表4)。各遺伝子型の平均標準体長 をロット内で比較
した ところ、濯β 型力淵溜 型よりも大きいロットが19ロット中9ロ ット、詔 型
よりも大きいロットが15、どち らよ りも大きいロットが9で あった(表5)。従っ
て、成長においてもヘテロ接合体の優位 性が存在す ることが示唆された。












表1, 過 去 と 現 在 の 天 然 ヒ ラ メ に お け る


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論 文 審 査 結 果 要 旨
ヒラメは,重要な増養殖対象種であ り,近年,日本全国各地で人工種苗の生産と放流が盛んに行わ
れるようになった。一方で,こ の人工種苗の放流がヒラメの天然集団の遺伝的組成に影響を及ぼすの


















の有効親魚数(ノVのは,親魚集団の個体数 と良く対応 し,複数の仔魚集団を混合 した場合には,その
遺伝的組成は親魚集団の遺伝的組成を良 く反映したものになる可能性を示唆した。
人工種苗で特徴的にみられたノ4ん一1遺伝子座におけるヘテロ接合体過剰につ いて,多 くの人工種
苗について調査を行ったところ,そ の大部分にヘテロ接合体過剰がみられ ることを示 し,生残率およ
び成長においてヘテロ接合体の優位性を示唆した。
著者は以上の結果を総合 して,ヒ ラメの人工種苗生産における育種管理に必要な施策として,天然
集団の遺伝的組成に近い放流用種苗の生産方法と14h-1遣伝子座におけるヘテロ接合体 の優位性を
考慮 した養殖用種苗の生産方法について考察 した。
本研究によって示されたヒラメ人工種苗の遺伝的特性と育種管理の方策は,今後の種苗生産に関し
て大きな指針になると考えられる。よって,審査員一同は博士(農 学)の 学位を授与するに値すると
判定 した。
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